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研究成果の概要： 

 

中国敦煌出土の唐五代写本には未だに膨大な未解読の文献が残されている。こうした敦

煌文献の中には中国文学研究と日本文学研究の狭間にあって見落とされがちな文献も多く

残され、調査研究が待たれている。本研究では、そうした敦煌文献中『金蔵要集論』や『諸

経雑縁喩因由記』などの説話文学資料について、調査、翻刻作業と電算化をおこない、日

本の唱導文芸、説話文学に影響を及ぼしたと見られる中国の唱導、講経などの実態をつか

むための基礎資料作りをおこなった。 
 

 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006年度 1,200,000 0 1,200,000 

2007年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

2008年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

年度    

  年度    

総 計 3,500,000 690,000 4,190,000 

 

 

研究分野： 人文学 

 

科研費の分科・細目：文学、各国文学・文学論 

 

キーワード：中国文学 

 

 

１．研究開始当初の背景 
 

中国敦煌出土の唐五代写本は 1900 年の発
見から今日に至るまでに修復、整理研究がつ
づけられ、その総数 64,000 点にもおよぶ膨
大な文献の解読、翻刻作業が進められている。
ただ、敦煌文献は出土文献であり、仏教経典

を中心に儒家経典、道経経典、文学作品など
の多方面にわたる文献が残され、さらには当
時の寺院文書、経済文書、メモ書きにいたる
までの当時実用されていた文献までが混然
としているため、これらを研究するためには
さまざまな視点から多角的におこなう必要
があるのだが、あまりに総数が膨大であるこ

研究種目：基盤研究（C） 

研究期間：2006 年度～2008 年度 

課題番号：18520274 

研究課題名（和文）  

 敦煌文献中にみられる説話文学資料の基礎的研究 

研究課題名（英文）  

 Study on Dun-huang Narrative literature manuscripts 

研究代表者   

                  荒見 泰史（Hiroshi Arami） 

         広島大学・大学院総合科学研究科・准教授 

        研究者番号：30383186 

 



 

 

とと研究人員がそれに比して少ないことか
ら、未整理、未解読のまま放置されている文
献も依然として多い。仏教経典 1つとっても、
今日までに伝えられず逸書となっている文
献も多く残されている。 

筆者は、こうした敦煌の未解読文献の中に
は中国文学研究と日本文学研究の狭間にあ
って見落とされてきた視点もあり、少し視点
を変えるだけで、日中の文学研究のさまざま
な問題点を解決できる資料となりうると考
えている。たとえば、本研究で中心とした説
話研究、唱導研究といった視点は、日本文学
研究の重要な視点として長く経験や蓄積を
持つが、中国学研究を中心におこなわれる敦
煌文献ではこうした視点がとられることは
ほぼなかったといえる。 

より具体的には、説話文献の中には『衆経
要集金蔵論』があるが、これは折口信夫氏が
かつて唱導文学を提唱したときに提起され
た『日本霊異記』の成立に深く関係している
とされ、日本の説話文学研究では早くから注
目されてきた文献である。しかし、この『衆
経要集金蔵論』は日本国内には僅かしか残さ
れておらず、当時の唱導活動にどのように使
用されてきたかなどを知る手がかりは少な
い。自然、研究が深化されることがないまま
となっているのが現状である。しかし敦煌の
文献にはこの『衆経要集金蔵論』がじつに多
く残され、しかもそれが寺院内で唱導に使用
されていた文書として残されていたことか
ら、どのようにその文献が使用されていたか、
どのように唱導がおこなわれていたかを知
る手がかりを多く残している。 

また、敦煌で唱導がおこなわれた中でこう
した『衆経要集金蔵論』などの説話をさらに
編集しなおして唱導の台本としたとみられ
る『諸経雑縁喩因由記』などの通俗の文献も
ある。この『諸経雑縁喩因由記』では、説話
が仏教の法会のなかでどのように語られて
いたかを物語るかのように法会の儀式次第
などとともに説話が記録されている。これに
よってより具体的に仏教の法会の中でどの
ように説話が扱われてきたかを知ることも
できるのである。以上に示してきたのは本研
究による発見であるが、このような発見は、
これまで日本文学研究と中国学研究の狭間
の中で見落とされていた視点によって生ま
れたものであるといえよう。 

本研究では、以上のような背景から、敦煌
研究に新たに日本の唱導研究という視点を
導入し、改めて文学発展に関する資料を捜索
し、資料集成を作り上げていく基礎的研究を
おこなうことを思い立った次第である。 

敦煌文献には、変文、講経文といった講唱
文学作品が多く残されていることが知られ
ているが、本研究に挙げるような唱導文学資
料は、講唱文学発展の前段階と位置づけるこ

とができ、本研究によって変文、講経文発生
の経緯なども解明されると予測されるとこ
ろである。 
 

 

 

２．研究の目的 
 

本研究では、「１．研究開始当初の背景」
に示してきたような背景によって、膨大な敦
煌文献中で見落とされてきた説話文学資料、
唱導文学資料について、あらためて調査、翻
刻作業と電算化をおこない、新たな研究領域
を開拓するための基礎資料作りを主目的と
している。 

膨大な敦煌文献中の説話文学資料、唱導文
学資料は、『衆経要集金蔵論』、『諸経雑縁
喩因由記』以外にもまだまだ多く残されてい
る。これらは日本の説話文学、唱導文学の起
源となったと予想されるばかりか、中国にお
いて発達した講経、変文語りなどの中国の講
唱文学成立の背景ともなったと考えられ、こ
れらの文献を改めて整理研究する一連の敦
煌の唱導文学研究は、それらの日中の文学研
究において重要な領域へ発達成長させるた
めにきわめて重要な研究であると考えられ
るのである。 
 

 

 

３．研究の方法 
 

 研究は以下の手順でおこなった。 
 

（１）敦煌文献中から説話文献、唱導文献
を広く捜索し、目録を作成した。この段階で
は、今後の研究における枠組み作りと位置づ
け、説話文献に限らず、仏教の法会に関わる
文献を広く収集し、目録に加えている。敦煌
文献の調査においては、東洋文庫所蔵マイク
ロフィルム、『敦煌宝蔵』、『敦煌トルファン
文献集成』などの写真資料を利用しておこ
なった。写真資料としては『国家図書館蔵
敦煌遺書』も現在継続刊行中であり、これ
も随時購入しておこなった。そのほか中国
国家図書館を数度訪問し、敦煌文献の原資料
の確認をおこなった。 
 

 （２）手順（１）で作成された成果である
目録を元に、『衆経要集金蔵論』、『諸経雑
縁喩因由記』などの説話文献を中心に翻刻作
業をおこなった。翻刻作業には、研究代表者、
研究分担者が中心となってあたったほか、中
国の首都師範大学金瀅坤副教授に翻刻作業
を依頼し分担して作業に当たってもらった。
なお、ここでも中国国家図書館において適宜
原典の確認作業もおこなった。 



 

 

またこの作業に当たって、復旦大学陳允吉
教授、浙江大学張涌泉教授の元を数度にわた
って訪問し、難解字の読解作業に協力を得て
いる。 
  

（３）手順（１）（２）によって得た成果
を整理し、翻刻資料集を作成した。この資料
集は紙媒体によるものと PDF 形式による電子
媒体によるものの２種類を用意し、検索のた
めの便を図った。これらの最終作業に際して、
首都師範大学金瀅坤副教授に出張を依頼し、
広島大学において確認作業に当たってもら
っている。 
 

 

 

４．研究成果 
 

 主たる研究成果としては、３．によって示
した翻刻資料集のほか、それらの整理翻刻作
業を通じて発見されたことを整理し、日中両
国語によって国際学会、シンポジウム、研究
論文として報告をおこなってきた。 
 そうした成果はすでに一定の反響を得て
いる。例えば、2007 年６月に開催された「日
台共同ワークショップ 仏教文献と文学」で
は台湾南華大学の鄭阿財教授、筑波大学の本
井牧子氏らによって大きくとりあげられ、本
研究の結果をもとにさらに深化された議論
がおこなわれた。また日本の唱導文学研究者
からも多く問い合わせがあり、人間文化研究
機構の連携研究から共同研究の依頼も受け
ている。 
 今後も継続的に敦煌文献の調査を行い、新
たな文献の捜索、整理翻刻を続けることによ
って、敦煌の唱導文学研究という新たな研究
領域を確立し育てていくことができると確
信している。 
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